
























デザ イ ン的価値 について は,デ ザ インを 「用 と美 の統一」 な どと定 義すれ ば,そ こか らおの
ず と導 きだ され る 「機能的価値 」や 「美 的価 値」 とい った カテゴ リー的な捉 え方 も出来 れば,
「使 い易 さ」,「快適 さ」,「清潔 さ」 な ど経験 的 に捉 え るこ とも出来 る。 その際抽 象的 なレベ ル
で問題 にしているか ぎ りは,そ れぞれ の価値 はあ くまで価値 として論 議 され うる。 ところが 具
体 的 に生 活 の中での一つ一 つのモ ノにお いて考 える と,何 が価値 であ るか は不変 とは言 えない。
デザ イ ンで も,そ れが生活様式 や価値 の形成 に寄与 す る と期待 され る限 り,あ くまで その射 程
は具体 的 現実 的な レベ ルで の こ とで ある。 議論 が抽 象 的な レベ ル に とどまるか どうか は,た
とえば誰 に とっての価値か を抜 きに して語 るか どうかで ある。近代 は,普 遍的 な価 値つ まり誰
に とって も価値 で あ る よ うな普 遍妥 当的 な価 値 にお いて,価 値 を捉 えよう として きた。 グ ッ
ド ・デザ イン とい う観念 の場 合で も,誰 に とって もグ ッ ドであ るデザ イン と考 えられ てい る。
しか しこれ は実際 に誰 に とって も良 い ものか どうか を問 わない限 りで成 り立 つ もので ある。か
つ てあ る人 々 に価値 で あ った ものが,今 日の我々 に とってはなん ら価値で ない という ことはい
くらで もあ る。
歴 史的社会 的な条件 に よって異 な るとすれ ば,こ れ まで見 出 され デザ イ ン的 に追求 されて き
た価値 も,現 在 及び将来 に とって も価値 で あ り続 ける とい う保証 はない。 だか ら価値 を問題 に
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する場合 には,何 が価値か とともに,そ れが どのような状況で成立 して くるのか とい う生成の
メカニズムを問うことも重要になって くる。過去のデザイン製品は,今 日では骨董品あるいは
歴史的遺品 としての意義以外 にはほとんど存在価値を持たない。当初 はメーカーが意図し,消
費者が享受 して成立していた価値があったはずである。 この小論では,製品のデザインにかか
わってどのような価値が成立 してきたのかを,ア メリカの初期の自動車広告に注 目して,具 体
的に問題 にしたいと思う。
広告は,モ ノが持つ,あ るいはモノを所有 し,使用することが もたらす価値をアピール しよ
うとする。何故か。それは,そ うした価値が人々にあからさまでないからである。いやむしろ
隠されている,あ るいは隠れてしまうか らである。初期の広告において最 も中心的な位置を占
めたのは 「売薬」である。今 日的な医薬品から見れば,ほ とんどがいかがわ しいものであった。
こうした薬が広告されるのは,ど んなものか,な にに効果があるのかが分か らないか らである。
なぜ分か らないのか と言えば,紙 に包まれ,ビ ンに入って何処か らともな く売 りに来るか らで
ある。 もし材料から作 り出されるプロセスを見て,か つなにに利 くかが経験的に分かっている
ものなら,広告などいらない。つまり紙や ビンで包み 「隠さ」れるから,広告が必要になるの
である。
穀物や粉,石 鹸などの場合でも,秤売 りでな く,品質 を均質化 し,保証 し,一 定量を分 け,
梱包 し,定価 をつけて売るという販売型式が考 えられたとき,広告が必要になったと言われて
いる1)。梱包することは,一 定量 を分けて商品化 し,内容物 を保護 し,運搬 しやす く,扱いや
す くするためであるが,そ れは中身を隠 してしまうことでもある。だから商品としての名前を
与 え,包 装紙の表面 に商標や内容表示が必要にな り,つ まりは宣伝広告の必要を招 くのである。
注文生産ではなく,量産されて市場化されるモノの場合,見 て分かるモノなら問題 ないが,
分か らないものが増 えてい くというのが時代の流れである。自動車のように複雑な内部メカニ
ズムを内蔵する機械装置的なモノの場合,外 から見て分かることはわずかしかない。 とはいえ
内部メカニズムについての詳細な技術的な情報が宣伝広告されるのではない。そんな ことは関
心 も持たれなければ,理 解されると期待されることもほとん どない。関心が集中するのは,使
い方 と効用,お よびそれらの結果 として生 じる社会的影響である。20世紀はまさに新製品の時
代であるが,そ れらはほとんど未知なるものとして登場する。 どう使 えばいいのか,ど んな効
用があるのか,さ らに周囲にどんな作用を及ぼし,そ の結果 として生活に何をもたらすのか分
からない。広告は,そ うした消費者が知 りたいこと,メ ーカーがアピールしたいこと,つ まり
は商品の価値 と思 うことを語るのである。その結果広告 はモノの価値についての歴史的な証言
ともなる。そこでこの証言を手がか りとして,何 が価値 とされたか,ど のようにしてそれが価
値 になったのか,さ らにそこにデザインが どのように関与 していくのか,デ ザインそのものが
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価値 として広告の中でどのように扱われているのか,な どを考 えてみたいと思 う。
具体的には量産 された大衆車の広告を中心に取 り上げる。なぜ自動車なのかといえば,基本




るとすれ ば,それは自動車 についても指摘出来 るであろうし,影響力の点で もモノを代表させ
るに足る資格があると思われるからである。
1.量 産車の広告




初 の絵入 り自動車広 告 として,1896
年 のデ ュ リア ・モーター ・ワ ゴン ・
カ ンパニー の広告 が紹介 され てい る
(図1)2)。この広 告 で は1896年型
モデルの挿絵 の他 は,マ サチ ューセ
ッツ州 スプ リングフ ィール ドのデュ
リア ・モー ター 。ワゴ ン ・カ ンパ ニ
ー とい うのが中心 コピーで ,あ とは
「あ らゆる種 類のモ ーター ・ワゴン,
モー ターそれ にオー トモー ビル ・ヴ
ィー クル」 とい うコピー だけで ある。
これ は,挿 絵が あるか ら1896年型 モデル の広 告 と言 えな くもないが,そ の 自動車の ア ピール ・
ポ イン トが何 で あ るか にっい ての文句 はなに もない。 「アメ リカで最初 の動 かせ るガ ソ リン ・
エ ンジン車 」 をつ くったのが ,こ のデ ュ リア社 とされ,1893年にチャールズ ・E・ デュ リア と
弟 のJ・ フラ ンク ・デ ュ リアが設計 ・制 作 し,自 らガ ソ リン四輪車 をは しらせた。 ジェーム
ズ ・J・ プ リンク著 『オー トモ ビル ・エ イジ』 に よれ ば,彼 らが アメ リカで最初 にガ ソリン車
を商 業的 に製 造 したの が1896年の ことで あった3)。
この広告 は,モ ノの広告 とい うよ り,会 社 の広告 であ る。 しか も会社 の信頼性 をア ピールす
る とい う こともな く,た だ会社 の存在 を広告 してい るだ けであ る。 自動車 を作 って いる会社 が
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ほとんどない時代であるか ら,これで も広告になるのである。
図2オ ー ルズモ ビル社1904年
ア メ リカで乗 用車が本格 的 に量産 さ
れ るの は20世紀 にな ってか らの ことで,
最初 に成功 させたの はオ ールズ モ ビル
社 であ った。 その1904年の広告 を見 て
み よう(図2)4)。その ヘ ッ ドラ イ ン
は 「オール ズモ ビル は経験 とい う礎石
の上 に構築 されて い る。」 とい う もの
で,そ の他 のコ ピーで は 「成功 した最
初 の 自動 車 は1887年に工 場 で 作 られ
た。」 とい うよ うに 自社 の 自動車 製造
の歴史 の古 さを訴 え,ま た世界 中 の軽
量車 が参 加 したス ピー ド ・レー スや耐
久 レースでの受賞 を誇 ってい る。1887
年 に早 くも製 造 した と言 うが,『世界
自動車 図鑑』 のアルバー ト・L・ ルイ
ス とウ ォル ター ・A・ マ シアー ノによ
れ ば,ラ ンサ ム ・E・ オ ールズが ガ ソ
リン車 を走 らせ たの は1894年で,そ れ
以 前 は蒸気 車 を作 ってい た とい うこ とであ る5)。オ ール ズ ・モーター ・ヴ ィーク ル会社 が ミシ
ガン州 で設 立 されたの は1897年の こ とであ り,1900年にデ トロイ トに移 り,小 型車 の生産 を企
画 する。有 名 な話 だが,1901年にオ ールズ社 は工場 を火 事で失 い,自 社 ですべて を製造 出来 な
くな り,部 品 を分 けて 発注 し,組 み立 て る とい う方式 を とる6)。これが部 品の互換方式 による
大量生産 への道 を切 り開 いた記 念的 な出来事 で あ り,部 品 メーカーが デ トロイ トに集 まる こと
にな り,自 動車 の町の誕生 を促 した ので あ る。
レー スでの好成績 を広告 でア ピールす る とい うのは,今 も変わ らぬ こ とであ るが,自 動 車 の
どの部分 が とい うよ り,全 体 としての優秀性 を示す端 的な証 拠 にな るか らであ る。 ヨー ロ ッパ
で は1894頃か ら走行 性能 テス トや ロー ド・レースが盛 ん にな り,最 初 の大 がか りなレースがパ
リ=ル ーア ン間で行 われたが,一 般 の注 目 を浴びた のは1895年6月に開催 されたパ リ=ボ ル ド
ー=パ リ自動 車 レース だ った。 これ に刺激 され,ア メ リカで は 『シカゴ ・タイム ズ ・ヘ ラル
ド』紙が主催 した レー スが早 くも1895年11月28日に挙行 されて いる。83台の車 がエ ン トリー し
たが,無 事 出発で きたの は6台 だ けで,完 走車 は2台 しかな く,一 位 は先 のデュ リア車 で,2
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位はベンツ車であったη。 こうしたレースが娯楽,見 せ物 として人々 を楽 しませ るとともに,
自動車熱 に拍車 をかけることになる。
この頃の広告でも,会社の広告か車の広告か判然 としないところがある。 というのも,未 だ
多車種 を同時生産することはほとんどな く,車種の分化や年式の区別はないから,特定車種の
広告 にはなりえないのである。だから自動車会社の信頼性がその まま自動車の優秀性 というこ
とになる。自動車製造のごく初期の段階では,ほ とんどが注文制作の手作 りだから,定価 と言
えるもの もな く,品質 ・性能 も安定せず,問 題なのは信頼 して注文できる会社があるか どうか
である。つまり価格や品質 ・性能 は注文の内容によるのであり,注文通 りの自動車を作って く
れるか どうかだけである。変化が生 まれるのは,た とえば品質 ・性能 と価格の関係に相場が意
識 されるようになるときである。見込み生産による量産体制が確立 していく上で,こ の相場 は
重要な前提 となってい く。相応の品質 ・性能 に対する相応の価格 という関係に基づいて比較 さ
れるところに価値が意識 されるからである。
図3フ ォード社T型1908年 図4フ ォード社 丁型1909年
で は量産 に よる大衆的 な乗 用車 の広告 では,何 がア ピール されてい るのか。有名 なフ ォー ド
T型 が生産 発売 され た1908年の フ ォー ドの広告(図3)8)を見 る と,ヘ ッ ドラインは,「 フォー
ドの4サ イ クル,20馬力5人 乗 りのツー リング ・カー,850ドル,デ トロイ トで組立 て」 で あ
る。 ここで ア ピール され てい るの は価格 の安 さで あ る。T型 は大型 車で はないが,5人 乗 りの
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ツー リン グ ・カー であ り,当 然価格 も高 くな るはず であ るが,850ドル に抑 えられて いるので
ある。1906年か ら1907年にか けて作 られた フ ォー ドN型 は550ドルで あったが,こ れ は2人 乗
りの ラナ バ ウ ト(無 蓋 の小型 オー プ ン ・カー)だ し9),同じ4サ イ クル5人 乗 りで,た だ し26
馬力 で少 し大 きい車 であ るが,1906年の オール ズモ ビルS型 は2,250ドルで あった1°)。1909年
の広 告(図4)11)でも,「フォー ドか らの事 実。 モデルT型 フォー ドは,人 気 のあ る車です 。な
ぜ な ら高価格 車 の性能 ・品質 と低価 格 を結び付 けたか らで す。」 とい うよ うに,特 に低価格性
をア ピール してい る。以後 フ ォー ド社 は,生 産方式 を改革 し,年 々低 価格化 を推 し進 める方針
を取 る。 これが フ ォー ド社 の成 功,自 動車 の大衆化 を もた らしたので ある。T型 の ラナバ ウ ト
は,1925年に は260ドル にまで引 き下 げ られ ていた12)。しか しこ うした低価格 性 は価 値 を減 じ
てい く。価格 に対 す る品質 ・性能 面で の充 実度の低 さに も問題が あ って,売 れ行 きにブレーキ
がかか り,利 益 を生 み出 さな くな って い くか らで ある。
この こ とにつ いて は,一 般 には フォー ドT型 は,ス タイル と技術 の両面 において大衆 の欲 求
に応 え られな くな って不人気 にな り,GM社 の シボレーに追 い抜 かれた と単純 にかたず け られ
て しま う。 しか し事情 はそれ ほ ど簡 単で はない。 フォー ドT型 はモデルチ ェンジ しなか った こ
とで有名 だが,こ れ も解 釈次第 で話 は変わ る。 それ まで の ラナバ ウ トとツー リング という2タ
イプのT型 に対 して,1923年には密 閉式 ボデ ィー を採用 した4ド アセダ ン(フ ォー ・ドア とフ
ォー ドをか み あわ せ て"フ ォー ダー ・セ ダ ン"と 命名 された)と2ド アセダ ン("テ ユーダ
ー ・セダ ン")が 新 に加 え られた13)。 これ は明 らか に密 閉式 ボデ ィー に対 す る需要 の増大 に対
応 した もので あった。T型 に代 わ って登場 したので はな く,バ リエー シ ョン として増 えた ので
あ るか ら,モ デル チェ ンジ とは言 えな い。 しか しも し生産 の比重が こち らに移行 してい けば,
実 質的 にはモデル チェ ンジした ことと等 し くな る。1926年の 『レデ ィーズ ・ホー ム ・ジャーナ
ル』誌の広告 で は,フ ォー ド社 は,密 閉式 ボデ ィー を採用 してい るフ ォーダー ・セダ ン,チ ュ
ーダー ・セ ダ ン,ク ーペ だ けを宣伝広 告 してい る14)。この年 には これ らの車で は黒以 外の色 も
用 意 され,当 時流行 の一 つで あったニ ッケ ル ・メ ッキの ラジエー ター ・シェルが標準 装備 とな
って もい る15)。だか ら市場 の要求 に対応 しなか った とはい えない。 に もかかわ らず フォー ドT
型 の販売 数 は,1924年の1,870,000台に対 して1925年には1,675,000台に激減 し16》,1926年に は
さ らに50万台減 った とい う17)。これに対 してシボ レー は1925年に47万台,1926年には73万台 の
販 売数 を記録 した18)。この ような趨勢 の中で,1927年にフォー ドT型 は生産中止 とな る。 ここ
にフ ォー ド社 は,GM社 の戦 略 に負 けた とされ る。 シボレーがT型 よ り少 し高価 であ るに もか
か わ らず販売数 を増や したの は,毎 年 のモ デル チ ェンジ(実 際 は表面 を少 し変 えただ けの フ ェ
イ ス リフ トとい う程度 の変更)や スタイ リングの重視 とい う戦 略の結果 とされ るのであ る。
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しか し販売数で言 えば,な おT型 が最 もよく売れていたのである。大衆 に人気がな くなった
のではない。だか ら単純 にスタイリングとしてのデザインが勝利 した と言うのは早計である。
問題 は,あ まりの低価格 ゆえに,販 売数が減少化に向かったときには,売 れて も利益の上が ら
ない車になって しまった ということである。大衆にはなお価値ある車だった と言えるが,企 業
にとっては価値 のない車になったのである。 これは,価 値の成立が立場の違いに依存するとい
う価値の相対性 を示 しているが,そ れ以上に企業の存続にかかわるときには,生産条件 その も
のが成立 しな くなるということである。
価格の価値が,そ れ と対応する品質 ・性能や企業の事情 との関係で決 まるとすれば,価 格そ
の ものか らは価値は分か らない。 しか も価格 に相応 した品質 ・性能 とか,適 度な利益幅な どは,
大衆にとって決 して判然 としたものではない。にもかかわ らず広告は低価格を価値 としてア ピ
ール しようとするのである。いやむしろ判然 としないか らこそアピールするのである。 フォー
ドT型の場合には,ア メリカにおける社会的な階層的上昇過程にある人々にとって,そ の低価
格に対する品質 ・性能の不十分さが明確化 したに過 ぎない。
1926年の フォー ドT型のツーリング ・タイプが290ドルであるのに対 して,シ ボレーの4ド
ア ・セダンは735ドルである。 この差の最 も大きな要因は密閉式のボディーであるかないかで
ある。 フォー ド社の密閉式ボディーの4ド ア ・セダンであるフォーダー ・セダンで も660ドル
である。 これに対 して もシボレーは前年のKシ リーズ と同様 に一枚板の前面ガラス,真 空式の
ワイパー,鋼 鉄製のディスク・ホイール,空 気タイヤなどを標準装備 とし19),装備的に進んで
いた。 ともあれ このような倍以上の差を,余 裕のできた入々が乗 り越 えようとしていたとい う
ことは,密 閉式ボディーが十分それに価するということが判然 としたからである。つまり購入
しうるだけの余裕ができ,天候 を気にせずに年中 ドライブを楽しめ,しふ も車の所有者であっ
てさらに一ランク上 というステイタスを実感 できたか らである。
2.グ レー ドあるいはステイタスの広告
社会的なステイタス意識の広告への反映は,1910年代に見 られ る。「アメリカでの自動車販
売 は,1907年の経済不況や上層階級での自動車市場の飽和にもかかわ らず,実 質的に増大 し
た」2°)と言 われるように,1910年代になる と自動車販売は大きく伸 びた。1912年にフォー ドT




の ような価格帯で他社 と競合するかが問題 になってい くにつれ,「グレー ド」 という観念が確
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立 してい く。 これに関して次のような広告がある。
図5ハ ドソ ン社1915年
ハ ドソン社 のSIX-40とい う車 の1915年
の広告(図5)23)では,「ハ ドソンは,こ の
クラスで は頂点 に達 した。 それ には4年 間
か か った。」 とい う文句 が ヘ ッ ドライ ン と
な って い る。SIXと い うの は6気 筒 エ ン
ジンの ことで ある。 当時 フ ォー ドT型 が そ
うで ある ように,ほ とん どの車 は4気 筒車
で あ り,大 まか に言 ってハ ドソンの車 は大
型車 とい うこ とが言 える。 しか し最高級 の
大型 車 で はな い。 『世 界 自動 車図鑑 』 に よ
れ ば,1913年当時 で,高 価格,高 性 能,最
高 級の 自動車 という地 位 を競 ってい たのは,
パ ッカー ド,ピ アー ス=ア ロー,ピ ア レス
の3つ のPで あ った24)。1910年のパ ッカー
ド ・サー テ ィー ・リム ジ ンは5,450ドル で,
当時 ア メ リカの平均年収 の16倍以上 で あっ
た25》。ハ ドソンのSIX-40はこの クラ スの
車 で はな い。 か とい って フォー ドT型 が 目
指 した よ うな最低価格車 で もない。 ただ しT型 が最低価格 だ と言 って もツー リング ・カーつ ま
り5人 乗 りの乗 用車で あ って,馬 車型 で,車 体 の下や後 にエ ンジ ンを積 んだだ けのバ ギー ・タ
イプの2人 乗 りの車 は,も っ と安 く,250ドルか ら600ドルの範囲 で売 り出 されて いた。 ハ ドソ
ンSIX-40は1,550ドル で まさに中間 価格 帯 の車 で あ った。広告 の 中の 「人 気の ライ トーSIX
タイプ」 とい う 「ライ ト」 は6気 筒車 の中で は軽 い クラス とい う ことだか ら,中 間の グ レー ド
の車 とい うこ とにな ろ う。 ハイ ・プライ スか ロー ・プ ライスか とい う大 ざっぱな2分 法 で はな
く,中 間の グレー ドの成立 を意 味 し,ま た広告 において ア ピールすべ き点 として意識 されて い
るこ とが示 され てい る。
車の グ レー ドは,1924,5年頃 にGM社 が 自社傘下 の シボ レー,オ ール ズ,オ ー クラン ド,
ビュイ ック,キ ャデ ィラ ックを この順序 で段 々高 くな るよ うに価 格設定 し,互 いに競合 しない
ように整理 した ときに,確 立 した といえ る26}。これに よって,人 々 は,収 入 が増 えるにつれ,
買い替 えの 時 に上級 の車 を購入 し,ス テイタ スの 向上 を実感 する こ とにな る。他社 の車 は価格








最良の魅力 を一つに した257台の新車」 と


























れてい るフ ォー ドの車 は クーペ
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で,お 抱 え運転手が運転する車ではな く,女性二人が運転 しようとしている車である。つまり
2台目以上の車を意味 してお り,上流階級性が暗示 されているのである。
図8フ ィ ッシ ャー車 体製造 会社1920年 代
上 流階級 の生活 という雰 囲気 をス トレー トに
利用 して いるのは,1920年代 の フ ィッシャー車
体 会社 の広 告(図8)29)であ る。 フィ ッシ ャー
社 は馬車 作 り職人 を父 に もつ フィ ッシ ャー五兄
弟が1908年に創立 した もので,密 閉式 ボデ ィー
製作 の草 分 け的 な会社 で あった。 この会社 はG
M社 のあ らゆる価格帯 の車 の車体 を手が けてお
り,1926年にはGM社 の傘下 に入 り,兄 弟の一
人 ロー レ ンス ・フィ ッシ ャー は後 にキ ャデ ィラ
ック部門 の社 長 になってい る。 フ ィッシ ャー社
の広告で は自動車の挿絵 は使用せ ず,盛 装 した
男女 や,乗 馬服 あ るいは レジャーの服 装 を した
人物 だ けを挿絵 として描 いて いる。 この挿絵 は,
マ ック リー ラ ン ド ・バ ー ク レイ(McClelland
Barclay)のイラス トレー シ ョンで,彼 の描 く
「フ ィッシャー ・ボデ ィー ・ガー ル」 は1920年
代 を代表 す る 「広告 キ ャラク ター」 とな った も
のである。
フィッシャー社はもともと注文製作中心の車体製造会社であり,GM社 の量産車のデザイン
も手がけるが,キ ャディラックのような高級車 になると,ボ ディーはほ とんど注文制作に近か
った。だか ら直接モノとして宣伝 しようとすれば,多 様なスタイルを掲載した見本帳のような
もののになるしかな く,量産車のようには宣伝すべき商品をもっていないと言 うべきで,モ ノ
でなく,ス テイタスのイメージの広告になるのである。
ステイタスとは,本 来社会的地位であるが,広 告は単純にそれを金銭的に実現可能なものに
変えて しまう。それは,広 告が示す ものを一っ一つ購入 していけば,ス テイタスが得 られると
いう幻想を生み出すことによってである。 これによって価格にステイタスのイメージが宿るの
である。近代の大衆社会 は,互 いに序列関係のないままに不特定多数が出会う場所 を作 り出し,
あるいは既存の場を序列関係のない場へ変えてきた。かつては身分に応 じて出入 りさえ許され
なかったか もしれないが,民 主化あるいは差別の廃絶によって,劇 場,競 技場,繁 華街な ど,
人々が自由に集 まるようになる。 ここはもはやステイタスの序列が成立 しないはずなのだが,
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それで も"誰 とは無しの羨望の眼差 し"を求めるという形のステイタス性が持ち込まれようと
するのである。 この ときに成立するのが,モ ノが媒介するイメージとしてのステイタスである。
図9ク ラ イス ラー社1929年 図10パ ッカー ド社1926年
3.自 動車のスタイ リング と美
ところでフォー ド1世が広告に対しては消極的であったことはよ く知 られてお り,1928年こ
ろの広告 における 厂その美 しさよりも,も っと重要でさえあるのはニュー ・フォー ドの信頼性
である」 というヘ ッドラインにその姿勢がよく窺える3°}。しかしここに美 という言葉が使われ
ていることに示 されているのは,カ ー ・スタイ リングにおいてその美が重要な要素である とい
う当時の意識の反映が見られるということである。これが図8の フィッシャー社の広告では,
「フィッシャー車体会社が装備 したすべての車の主要な特質 は,常 に美である」 というコピー
さえ見 られるのである。 もっと興味深い広告 は,1929年のクライスラー社の広告(図9)31)で,
厂美は偶然の産物ではない」 というヘッ ドラインとともに,ク ライスラー社の車のフェンダー
やラジエーター ・グリル周 り部その他のライン(形態の輪郭線)が,ギ リシャ建築やその装飾
紋様 に起源 を持っ と説明するのである。




高級車 では一 台一台が別 注 とな る。1926年のパ
ッカー ドの広 吉(図10)32)を見 る と,ヘ ッ ドラ
イ ンは 「卓越 した デザ イナー に よるオ リジナル
創 作」 で,ボ デ ィー コ ピーで はダーハム,デ ィ
ー トリッチ,フ リー トウ ッ ド,ハ ル ブル ック,
ジャ ドキ ン ズ とい った有 名 な カス タム ・コー
チ ・ビル ダーに依頼出来 るこ とをア ピール して
い る。1926年の シボ レー の広告(図11)33)に見
る 「フィ ッシ ャー によるシボ レーの密閉式 ボデ
ィー」 とい うヘ ッ ドライ ンは有名 な車体 メーカ
ー によるデザ イ ンが価値 として ア ピール しえた
こと,お よび量 産車 におけ るス タイル意 識 の存
在 を示 して い る。 ここには高級車や量産 車 のデ
ザ イ ンに関 して,オ ー トクチ ュール やプ レタポ
ルテの デザ イ ンと似た感覚 が作用 してい るので
はないだ ろうか。 とすれ ば美 に対す る関心 も当
図12ハ ップ モ ビル1929年
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然の ことと言えよう。
モー ドに対 して も敏感 に反応することになる。1920年代の後半になると,挿絵 として描かれ
る女性の服装にアールデコ ・スタイル として知られているモー ドが多 くなる。ハ ップモビル社
の1929年の広告(図12)34)では,「モー ドの創造者」 というコピー とともに,パ リのグラン ・ク
チュールに比肩させ,ハ ップモビル社を自動車のモー ドのリーダーだとアピールするのである。
勿論 このモー ド意識の背景には,1925年のパ リの装飾美術博,つ まりアールデコ博の影響が考
えられよう。
ところでこのようなスタイルや美に対する関心の背景には,実 は女性の存在がある。「1920
年代以来,自 動車広告の大多数 は,女 性にアピール しようと試みてきた。女性 こそファミリ
ー ・カーの選択において最終発言権を持っていた。」35)と言われているように,女性が広告のタ
ーゲッ トの中心になっていたのである。単に家庭内での決定権 というだけでなく,ド ライバー
として もである。広告における女性の重要性については,も っとはや くから意識 されていたの
であるが,女 性による ドライブが現実化 したのが1920年代だったこともある。電気自動車では
早 くか ら女性 による運転が普及 したが,ガ ソリン車では,ク ランクを回してエンジンを始動 さ
せることの難しさや密閉式でないボディーでは服装に自由がないということもあって,女 性の
ドライバーは稀であった。それが1910年代に自動始動装置が装備 され,密 閉式のボディーが一




が,い かにも華々しく開花 しているかに見える。シボレーは,1923年にスーペ リオア ・Bシ リ
ーズ,1924年にはFシ リーズ,1925年には1(シリーズ,1926年にはVシ リーズ というように,
毎年フェイスリフ ト程度にしろモデルチェンジしている36)。しか し写真でしかないが,こ れ ら
を比べて見 る限 り,果たして何処 に違いがあるのかほとんど分か らない。さらにフォー ド社の
フォーダー ・セダンとの間でさえ,違 いが判然 としない。果た して当時の人々は,ス タイルの
違いを見分 け,関心を持 っていたのか どうか,疑 問である。にもかかわらずスタイルや美がア
ピールするに足ると広告者が考 えていた根拠 は何か。考 えてみるに広告は,見れば誰 にで も分
かるような特質を予告とい う形でアピールしようとするのではな く,直接見ても判然 としない
スタイル性や美を 「そこにあるもの」 として人々に了解 させることを目論んでいるのではない
か。つまり広告は,モ ノに内在する特質にっいて語 るのではな く,むしろ意味をあ とか ら付与
する働 きをしているのではないか。価格の価値やステイタスのイメージについても同 じことが
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指 摘 で き そ うで あ る 。 そ し て も し こ れ ら の 意 味 が 人 々 の 社 会 生 活 に 影 響 を 及 ぼ し て い る と す れ
ば,モ ノ の 価 値 は,そ の モ ノ の デ ザ イ ン に よ る だ け で な く,広 告 自 体 に よ っ て 作 り出 さ れ て い .
る と い う こ とで あ る 。 広 告 自 体 が 作 り 出 す 価 値 が な ん で あ る か を,こ の 小 論 で は 十 分 に 解 き 明
か し て い る と は 言 え な い か も し れ な い が,デ ザ イ ン 的 価 値 と い う場 合 に は,こ の 見 分 け が 必 要
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